
自家用車等により避難先へ向います。
各地区の指定された集合場所まで徒歩または
自家用車で集合し、大型バス等で避難します。

屋内退避の指示が出されたときは、自宅などの建物に入り、ドアや窓を閉めて下さい。
（コンクリート造の建物は木造の建物に比べ遮蔽効果が高いと考えられています。）
●屋根や壁などで放射線を遮蔽する効果があります。
●屋内の気密性を高めることで放射性物質の侵入を抑え内部被ばくを防ぎます。

避難の指示が出されたときは、慌てずに避難の準備を行い、指定された避難場所に避難
します。避難は、環境へ放出された放射性物質から遠く離れ、放射線による外部被ばく
及び内部被ばくを防ぐ手段です。
★避難の方法として「自家用車等避難」と「集団避難」を想定しています。

集団避難

屋内退避の指示

避難の指示

避難場所の確認

避難は自家用車等
避難を原則とします

地区単位で
避難します

自家用車等避難

○避難時の服装
避難するときには、以下の直接肌が出ないような服装に心がけましょう。

頭をおおうもの。帽子またはフード付き上着
長そで上着
スラックス（長ズボン）
靴下、手袋、軍手、ゴム手袋等
長靴、運動靴
口や鼻をおおうもの。マスク・タオル等
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●
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●

●

●

　壁や屋根によって放射線の影響を低減することができます。
　窓などに目張りを行い、建物の気密性を高めることで、屋内に空
気中の放射性物質が入り込むことを防ぎ、放射性物質の吸い込みを
低減することができます。

出典：原子力規制委員会作成「緊急時の被ばく線量及び防護措置の効果の試算について」

建物には気密性と
遮蔽効果があります。

放射性プルーム
からのγ線等

周辺環境中の沈着
核種からのγ線等

75％低減

95％低減

60％低減

80％低減

10％低減

40％低減コンクリート
造りの建物

木造家屋

屋内退避の
効果

屋外からγ線等による外部被ばく吸入による
内部被ばく

放射性プルーム放射性プルーム放射性プルーム

屋内退避や避難指示が出された時は
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